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1 ㋐ そして　2 ㋑ でも　3 ㋒ だから　4 ㋐ そして　5 ㋑ でも　6 ㋒ だから　7 ㋑ でも　

8 ㋒ だから

見て あげる ところ

つづけて する ことは「そして」、思って いたのと ちがう ことは「でも」、わけと けっか

は「だから」。

3・6・8は 前の 文が「わけ」、後の 文が「けっか」なので「だから」です。

つぎの 1まい: 「じゅんじょの ことば」 (k2-69)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-68

そして・でも・だから
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

前と 後の
つながりは？
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3「それから、ごはんを 丸く にぎります。」　1「はじめに、手を 水で ぬらします。」　4

「さいごに、のりを まきます。」　2「つぎに、手に ごはんを のせます。」

2

5 はじめに　6 つぎに　7 さいごに

見て あげる ところ

生活の 中の「する じゅんばん」（はみがき・きがえ など）を、このことばで 話して みる

と 力が つきます。

つぎの 1まい: 「二つの 文を 一つに」 (k2-70)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-69

じゅんじょの ことば
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

はじめに、
つぎに…
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1 ㋒ ふったので　2 ㋒ 走ったけれど　3 ㋐ あらって　4 ㋒ いたかったので　5 ㋐ 食べた

けれど　6 ㋐ 読んで

見て あげる ところ

「だから」は「〜ので」、「でも」は「〜けれど」、「そして」は「〜て」に なります。

一つに した 文と もとの 二つの 文を、ならべて 読みくらべて ください。いみが 同じな

ら 正かいです。

つぎの 1まい: 「日記の 組み立て」 (k2-71)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-70

二つの 文を 一つに
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

作
文と 作文

いみを
かえずにね


